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仕
事
に
お
い
て
は
以
前
か
ら
、
と
か
く
主
体
性
が

重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
指
示
待
ち
の
受
け

身
で
は
な
く
、
自
ら
考
え
て
自
ら
動
く
と
い
う
意
味

で
の
造
語
「
考
動
」
も
、
人
口
に
膾
炙
し
て
き
て
い

る
。
経
済
産
業
省
が
提
唱
し
て
い
る
「
社
会
人
基
礎

力
」
で
は
、三
つ
の
力
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、

①
前
に
踏
み
出
す
力
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）、
②
考
え
抜

く
力
（
シ
ン
キ
ン
グ
）、③
チ
ー
ム
で
働
く
力
（
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
）で
あ
る
。
前
に
踏
み
出
す
力
は
さ
ら
に
、

主
体
性
、
働
き
か
け
力
、
実
行
力
の
三
つ
の
能
力
要

素
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
主
体
性
を
最
初
に
挙
げ

て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
主
体
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
背

景
と
し
て
は
、
主
体
性
に
乏
し
い
新
入
社
員
が
比
較

的
多
い
と
い
う
解
釈
が
成
り
立
つ
と
も
言
え
る
の
で

は
な
い
か
。
新
入
社
員
に
対
し
て
実
施
し
た
調
査
に

よ
れ
ば
（
複
数
回
答
）、「
社
会
人
基
礎
力
に
お
い
て

仕
事
上
特
に
重
要
と
考
え
る
能
力
要
素
」
と
し
て
、

「
主
体
性
」
は
、新
人
社
員
五
九・一
％
、企
業
七
二・

〇
％
で
、
両
者
と
も
首
位
を
占
め
て
い
た
（
東
京
商

工
会
議
所
人
材
・
能
力
開
発
部
『
二
〇
二
三
年
度
新

入
社
員
意
識
調
査
集
計
結
果
』（
二
〇
二
三
年
四
月
））。

　
主
体
性
を
「
物
事
に
進
ん
で
取
り
組
む
力
」
と
広

義
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
学
校
社
会
で
は
「
学
び
に

進
ん
で
取
り
組
む
力
」
と
定
義
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
学
校
社
会
か
ら
職
業
社
会
へ
の
架

け
橋
、
い
わ
ゆ
る
ブ
リ
ッ
ジ
教
育
で
あ
る
と
、
就
職

支
援
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
学
校
に
お
い
て
学
び
の
主
体

性
を
養
う
こ
と
は
、
仕
事
の
基
盤
の
一
つ
を
創
り
上

げ
て
い
く
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
主
体
性
を
伸
ば
し
て
い
く
教
育

は
意
外
に
困
難
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
に
経
済
協
力

開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
実
施
し
た
「
国
際
学
習

到
達
度
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）」
に
よ
れ
ば
、「
自
分
で

オ
ン
ラ
イ
ン
の
学
習
リ
ソ
ー
ス
を
探
す
」こ
と
に「
と

て
も
自
信
が
あ
る
」「
自
信
が
あ
る
」
と
回
答
し
た

日
本
の
高
校
生
の
割
合
は
計
三
二
・
六
％
で
あ
り
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均（
七
二・七
％
）の
半
分
以
下
で
あ
っ

た
（『
読
売
新
聞
』
二
〇
二
三
年
一
二
月
二
〇
日
付

記
事
）。
日
本
の
高
校
生
は
一
般
的
に
、
控
え
め
に

回
答
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
や
は
り
自
主

性
、
言
い
換
え
れ
ば
主
体
性
を
養
う
こ
と
が
、
教
育

の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
社
会
人
基
礎
力
に
お
い
て
高
校
生
が
考
え

る
「
将
来
必
要
と
さ
れ
る
能
力
」
と
「
現
在
持
っ
て

い
る
能
力
」を
比
較
し
た
な
ら
ば（
複
数
回
答
）、「
主

体
性
」
は
「
将
来
必
要
と
さ
れ
る
能
力
」
と
し
て
は

五
五
・
二
％
で
首
位
で
あ
り
な
が
ら
、「
自
分
が
現

在
持
っ
て
い
る
能
力
」
で
は
二
四
・
八
％
で
あ
り
、

最
も
乖
離
度
が
大
き
い
（
一
般
社
団
法
人
全
国
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
・
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
合
同

調
査
『
第
一
〇
回
高
校
生
と
保
護
者
の
進
路
に
関
す

る
意
識
調
査
二
〇
二
一
年
報
告
書
』（
二
〇
二
二
年

二
月
））。
要
す
る
に
、
高
校
生
自
身
も
主
体
性
の
大

切
さ
を
認
識
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
「
教
え
込
む
教
育
」
あ
る
い
は
「
詰
め
込
む
教
育
」

を
一
概
に
否
定
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。
一
定
の

基
礎
知
識
す
ら
な
け
れ
ば
、
思
考
や
推
察
あ
る
い
は

課
題
設
定
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
創
造
性
も
既
存
の
知

識
の
融
合
か
ら
新
た
に
生
ま
れ
る
。
け
れ
ど
も
、「
何

の
た
め
に
学
ぶ
の
か
」
と
い
う
明
確
な
目
的
を
的
確

に
生
徒
あ
る
い
は
学
生
に
提
示
し
て
、
説
得
的
に
説

明
し
て
納
得
さ
せ
な
け
れ
ば
、
本
人
に
は
主
体
性
が

生
ま
れ
て
こ
な
い
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
同
様
に
、

「
何
の
た
め
の
仕
事
で
あ
る
か
」
を
、
上
司
は
新
入

社
員
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
教
員
と

生
徒
・
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠

で
あ
り
、
そ
れ
は
上
司
と
新
入
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
相
通
ず
る
と
こ
ろ
。

　
主
体
性
の
原
点
は
、
新
入
社
員
が
上
司
と
の
対
面

型
対
話
を
通
し
て
、
共
感
的
理
解
か
ら
納
得
性
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
か
と
。
離
職
率
が
高
い
新
規
高
卒

就
業
者
に
対
す
る
企
業
側
の
丁
寧
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。
採
用
難
の
昨
今
、
縁
あ
っ
て
採
用
し
た
新
入

社
員
の
定
着
率
向
上
は
、
上
司
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
本
人
の
主
体
性

を
引
き
出
す
こ
と
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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主
体
性
の
養
成
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
核
心
の
一つ
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